
北海道山紀行・2014             

 

● ７月７日（月） 曇・霧雨のち晴  ピヤシリ山（986.6ｍ） 

 

○ 今年は６月末に家を出て、昨日まで家内と札幌、帯広、トマム、富良野と周遊観光をしてきた。   

山を歩くのが苦手な家内は昨日の昼、旭川空港から神奈川の自宅へ帰った。一人残った私は今日から

恒例の一人山紀行を始める。もう北海道の一人山紀行も、今年で８年目になる。８年も北海道の山を

登っていると、めぼしい山は殆ど登っているので、今年はちょっとマイナーな山を狙ってみた。 

 

・まず第一が今日登るピヤシリ山だ。ピヤシリ山は名寄市の北東、道北の大河である天塩川沿いに聳え

る山で、天塩岳よりさらに北に位置する。名寄側の南西面は冬はスキー場として賑わうため、山頂  

近くまで車道が来ている。登山道は南東面の樹林帯の中から始まる。登山口へ通ずる林道は夏場まで

はゲートが締められいることが多く、上川北部森林管理署に鍵の番号を確認しておく必要がある。 

 

・昨夜はピヤシリ山に近い道の駅「名寄」に泊まった。 

 ４時半に起床。空はうす暗い。まだゲートの鍵番号を確認していないので、まず上川北部森林管理署

に寄って鍵の番号を確認しなければならない。そのうえ登山口まで行く林道がどこにあるかわからな

いので、森林管理署で聞かねばならない。朝食を取らずにまず上川北部森林管理署を目指した。 

・６時前に管理署に到着したが、当然誰もおらず、鍵がか

かっている。ところが親切にも玄関に「ゲートの鍵番号

は 1234 です。上川管理署管内はどこのゲートも同じ

です」と表示してあり、ピヤシリ山登山口への詳しい 

林道ルートの地図が印刷して置いてあった。なんと親切

なところだろう。地図を１枚頂いて、鍵番号をメモして、

早速登山口へ向かった。道道 60 号線を 13ｋｍくらい

北上した珊瑠から左折して林道に入る。林道入口には 

ピヤシリ山への道標はどこにもなく、管理署でもらった

地図に書いてある距離が頼りだ。地図に「国道

を道道 60 号線に入ってから 13.3ｋｍ」と 

書いてあり、ほぼ 13ｋｍで林道入口を見つけ

た。その後も地図のルートと距離をたよりに 

林道を 10ｋｍ強走ったが、道標は全く無く、

途中からは車１台やっと通れるくらいの幅で、

分岐も多く草が生い茂り、地図が無ければとて

も怖くて走る気になれない。一度は分岐を間違

えて直進しＵターン出来ないので延々300ｍ

くらいバックした。それにしても管理署で地図

をゲットしておいて良かった。この地図がなけ

ればとても登山口へ到達できなかっただろう。 

なんの標識も無い林道入口（13km 地点） 

○ × 

道は左の草むらへ入ってゆく。右へ真っすぐ行ってしまい

300ｍくらい入ってから気が付きバックで戻ってきた。 
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ゲートは２回通過したがどちらも施錠されていなか

った。登山口は駐車スペースというよりは、林道の

どん詰まりだ。なんとか向きを変えて道端に駐車。

7:15に出発した。 

・天気は良くない。霧雨が降り出し、周りは  

霧で視界が無い。あまり人が入っていないらしく

道は草が生い茂りかき分けて歩く。コンディショ

ンが悪いので登山をやめようかと思ったが、天気

予報で「午後には晴れる」と云っていたので、それを信じて登って行った。霧に濡れた草をかき分け

てあるくので、スパッツを付けているのに足は水に濡れ、靴の中まで水が入り込んできた。とにかく

寂しい山で登山道のトレースも草が被っていつ分からなくなるか心配するくらいだ。 

・しばらく登ると「御車の滝」が現れた。木立越しに遠望し、大した滝ではないが立派な標識が建って

いる。さらに少し登ると平坦なピヤシリ湿原に出た。もう花の時期が終わったのか、エゾカンゾウが

パラパラ咲いているだけの狭い湿原というより 

平地、草が覆っていてトレースを探しながら歩いた。 

 晴れるどころか一面の霧の中、ヒグマが出るという

ので鈴をジャンジャン鳴らしながら急坂を登り、 

 9:15に無事山頂に着いた。結構りっぱな山頂標識

塔が建っている。南西面はスキー場になっていて、

車道が山頂近くまで来ているので、山頂に来る人は

けっこういるのだろうか？ 今日は天気が悪く 

霧の中、人っ子一人いない寂しい山頂だ。下半身 

びしょ濡れ。靴を脱いで水を出し、靴下を絞って 

履き直し、さっさと下山の途についた。 

林道どん詰まりの駐車スペース 

初めから草をかき分ける登山口 

エゾカンソウが寂しく咲くピヤシリ湿原 



・途中ローソク岩への分岐標識があったので、そっち

を回って下山しようとローソク岩への道に入って

しばらく歩くと、なんと道の真ん中に湯気が出てい

るような真新しいヒグマの糞が鎮座していた。これ

はまさに「ここへ踏みこむな！」と縄張りを主張す

るマーキングに違いないと察して、丁重に挨拶して

元の道まで引き返した。この時はさすがに緊張して

恐かった。脇目も振らず一気に下山し、11 時に 

登山口に無事到着した。結局私以外一人もいなかっ

たし、霧の中で何も見えず、花もほとんど無く、  

ヒグマにも驚かされ、いったい何のためにびしょ濡れになってまでこんな山に登ったのだろうか？  

今年の北海道山紀行のスタートとしては、あまり幸先が良いものではなかった。 

        道で出会ったお花たちはみんなしっとりと露に濡れていた 

 

・細くて草ぼうぼうの長い林道を走り道道 60 号線に出たころには霧が晴れ青空が顔を出して来た。  

林道の途中には養蜂箱がいくつも置いてあり養蜂家が忙しそうに働いているところがあった。国道を

名寄、士別と走り、毎年必ずお世話になる懐かしい当麻ヘルシーシャトーに 15時に到着した。天気

はすっかり回復し、真夏の太陽がガンガン照りつけて暑い。さっそく中まで水浸しになった靴を天日

で乾かした。 

・駐車場には北九州、富山、福岡、それに釧路ナンバーの車が宿泊態勢で止まっている。結構多いな！ 

 隣の北九州のおじさんと話した。北九州は若松からでかいホーマーに乗っての一人旅。「昨日石狩岳

に登って疲れたので今日は一日ここで

休養していた、明日は帯広の友達のと

ころへ行く」という。 

・暑いし、山で濡れたし、さっぱりした

いのでまずは風呂へ。毎年お馴染みの

ヘルシーシャトーの温泉でゆっくりと

疲れを癒した。そういえば昨日は風呂

に入っていなかったな。  

 

 山の疲れに風呂上がりのビールは格別。

まだ７時前で明るいが、良い気分で車のベ

ッドにもぐりこんだ。 

大変役に立った上川北部森林管理署でもらった林道地図 


